青森県景気基準日付について

平成１７年３月
青森県企画政策部統計分析課

　系列改訂と併せ、全国の第１３景気循環に相当する青森県景気基準日付を下記のとおり確定した。
	景気の山   平成１２年８月

景気の谷   平成１４年３月


[image: image1.emf]青森県景気動向指数（一致指数）

0

50

100

S55 S57 S59 S61 S63 H02 H04 H06 H08 H10 H12 H14

  山

H12.8

  谷

H14.3


○ 拡張局面（平成１１年３月～平成１２年８月）・・・拡張期間１８か月（全国２２か月）

　全国の平成１２年１１月より３か月早く山を迎え、拡張期間は４か月短くなった。
○ 後退局面（平成１２年９月～平成１４年３月）・・・後退期間１９か月（全国１４か月）

　全国の平成１４年１月より２か月遅く谷を迎え、後退期間は５か月長くなった。
青森県と全国の景気基準日付
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※全国の値は内閣府経済社会総合研究所による。

　　　　　　　　　　　　　　景気基準日付資料
　設定にあたっては、本県景気動向指数の一致系列によるヒストリカルＤＩの動きを中心に行った。

※ヒストリカルＤＩ

　一致系列で採用されている個別の指標ごとに山・谷を設定し、山の翌月から谷までを全てマイナス、谷の翌月から山までを全てプラスとして、採用系列のうちプラスがいくつあるか、その割合を計算したもの。

１．第１３循環の山谷付近の動向（一致系列）

○山のヒストリカルＤＩ（５０を下回る直前の月が山）
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○谷のヒストリカルＤＩ（５０を上回る直前の月が谷）
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２．ヒストリカルＤＩの動向
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３．一致系列の個別指標の転換点（全国の設定方法に準じ、ブライ・ボッシャン法により設定）
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４．累積景気動向指数の動向　　
[image: image7.emf]累積景気動向指数（一致指数）
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　　※当月の累積景気動向指数＝（当月の景気動向指数―５０）＋前月までの累積景気動向指数








































































































































































































































































